
報告事項（4） 市民自治推進課

地区町内自治会連絡協議会交付金（地区連協交付金）の

取扱いの明確化について

地区連協交付金については､各区の区町内自治会連絡協議会（区連協）にて交付要綱を定めておりますが、

交付金の対象経費（使途）が具体的に明記されていないため､各区連協で統一的な運用がなされていない状

況です。

市からの直接的な補助金ではないものの､その性質上、区町内自治会連絡協議会運営補助金（区連協補

助金）に準じた取扱いが求められるため､令和2年度から､各区連協ごとの要綱を改正した上で､次のとおり取扱

いを明確化することといたしましたので､お知らせいたします｡

＜地区運協交付金の仕組み＞

＜補助金＞ ＜交付金＞

区連協

(区町内自治会連絡協議会）

直接補助 間接補助
地区連協′

(地区町内自治会連絡協議会）灰連協

補助金

地区連協

交付金事務局：区地域振興課

惨害T實諏~可1対象経費（使途）について

地区連協交付金の交付要綱において､対象経費（使途）を定めます｡なお､他の補助金と整合を図るため、

その使途については､区連協補助金や地域運営委員会交付金と同じ範囲内とします。

※対象経費の範囲は､地区連協交付金に係る金額分であり､会費等の自主財源に係る金額分については､使

途の定めはありません。

膠署~r實雨引2領収書等の確認について

これまで､事業報告書及び収支決算書等（任意薑式）のご提出をいただいておりましたが､使途を確認するた

め､これに加え､領収書等※を確認させていただきます。

具体的な方法としましては､地区連協から区連協事務局へ､領収書等（地区連協交付金の同額以上の金額

分）の原本を提出していただき､区連協事務局員が領収書等の内容を確認し､コピーをとらせていただいた後、

原本は地区運協に返却いたします。

※領収書等とは､原則､領収書やレシートのご提出をお願いし､提出が困難な場合には支出差引簿など支出の

明細が分かる資料を想定しています。

問合せ先

市民自治推進課

担当乃万､石井

電話043－245－5138
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(資料1）

対象経費について

町内自治会の振興及び育成を図るために実施する公益的活動に係る経費です｡そのうち､対象と交付対象は､町内自治会の振興及び育成を図るために実施する公益的活動に

なる具体的な経費（使途）は､以下の例示のとおりです。

なお､使途は､区連協補助金や地域運営委員会交付金と同じ範囲内とします。

【交付対象経費と具体例】 （★印は､－部対象外あり）

F，

【交付対象外経費と具体例】 （★印は､－部対象あり）
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交付対象経費 黒』体例 ” "l蕊

共 斉費 ･雇用保険料など ．

賃金 ･事務局員等への賃金など

報償費★ ･講演会等への講師謝礼・ポﾗﾝﾃｨｱ等の協力者への謝礼など

旅費 ･交通費（費用弁償） など

消耗品費 ･文房具代（用紙､ペン等）など

食糧費★
･お茶代､弁当代（会議､事業に必要なもの）

･食材､調味料（炊き出しなど事業に必要なもの） など

印刷製本費 ･会議資料等の印刷代､作成チラシ等の印刷代など

通信運搬費 ･電話代・郵送料､切手代・ブﾛパｲダ料など

手数料 ･振込手数料など

修繕費 、 ･備品の修理代など

筆耕翻訳料 ･賞状等の筆耕料・多言語ﾁﾗｼ等作成の翻訳料など

保険料 ･傷害保険料・ポﾗﾝﾃｨｱ保険料など

委託料★ ･事業の－部の業務委託料（祭りの薑備業務等） など

使用料及び賃借料 ･施設等の使用料､賃借料・物品のﾚﾝﾀﾙ料など

備品購入費 ･一定期間以上使用する備品代（会議ﾃｰフﾙ､椅子等）など

負担金､補助金及び

交付金

･構成団体､関係団体等と連携､協力する事業のための負担金など
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報償費★ ･役員手当（役職に対して支払われる報酬等）

交際費
･慶弔費・見舞金・懇親会費・親睦会費・新年会費

･忘年会費・慰労会費・反省会費など

食糧費★ ･お茶代､弁当代（会議､事業に必要なものを除く｡）

委託料★ ･事業の全部を委託する場合の委託料

寄附金
･寄附金・被災地への義援金

･募金（共同募金､歳末助け合い募金赤十字社費等） など

公租公課 ･税金・登記等に係る費用など

その他 ･交付対象経費とすることが適当でないと区連協が判断するもの
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(資料2）

収支決算書の例

令和○年度○○地区町内自治会連絡協議会決算害

令和○年○月○日～令和○年○月○日

(収入の部）

摘要要

前年度繰越

●交付対象･交付対象外として定める範

囲は､地区蓮協交付金に係る余麺分で

､会費等の自主財潭IE塵ろ令顕分につい

いて､使途の定めはありません。 ，

●交付対象･費

囲は､地区蓮棚

､会費等の自ヨ

いて､使途の淀

500,000 各町内自治会から

交付金 地縢律懐交付金9｡總妙

利息､寄附金など

＜例えば＞

「役員手当」

対象外鐸寶と

<例えば＞

「役員手当｣

対象外経費と

は、

(支出の部） なりますが､自主財源から

刀支出であればF麺ありませノ刀壷出であれに
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役員手当 400pO 0 会長･副会長･会計･監事

事務局貝八の賃金

研修会講師謝礼

費用弁償

文房具､用紙､イン効一ﾄﾘｯラ等
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振込手数料

会場使用料

ﾌﾟﾘﾝﾀｰ

構成団体･関係団体の事業協力のためのため

慶弔費､見舞金

●対象となj

付金を充て

●対象となる領収書等は､地区蓮瞳交

付金を充てた分のみです。

＜例えば＞

地区蓮臨

＜例えば＞

地区蓮鶴交付金が9万円の場合、

差引残高 310,000円は､次年度に纐越いたします。

仮I仮I上記のとおり､決算報告いたします。

令和○年○月○日 会計△△△△

監査の結果､上記決算書に間違いのないことを報告いたします。

令和○年○月○日 監事□□□□

ことになり弓ことになります。

3

ﾝ



h

(資料3）

領収書等について

○支出を裏付ける書類として､領収書又はレシートを整理して保管してください。

○会計帳簿の記載と連動させて用紙等に貼り付けておくと､監査､職員による調査･確認がしやすくなります。

○領収書には､日付､あて先､金額､内容（明確に） 、領収者の住所･氏名･印鑑が必要です。

○レシートの場合は､あて先等を記入してもらう必要はありません｡そのままで構いません。

』

【領収書のサンプル】

〃 ”

○交通費や謝礼などを個人に支払う場合には､対象者から領収書をいただくか､○○支出差引簿に

受領印をいただくようにしてください。

【○○支出差引簿のサンプル】

4

不適正な例 適正な例

[領収書］

①購入者が「○○地区町内自治会連絡協議会」であ

ることが特定されていない。

②購入した品物が不明確。

②

領収書

令和××年×月×日

①

議議蕊蒋
但し商品購入代金として

上 様

発行者印

③購入者が「○○地区町内自治会連絡協議会」で

あることが特定されている。

④購入した品物が明確。

③

④

領収書

令和××年×月×日

○○地区町内自治会連絡協議会様

茎蕊醗驚
但しｺピｰ用紙購入代金として

発行者印

NC 住所 氏名 内訳 金額 計 受領印

1

2

3

4


